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基本構想（10か年構想） 

令和 52（2070）年までの長期ビジョン 

地方創生のための戦略 

計画期間

本ビジョンおよび本戦略は、本市の最上位計画である上尾市総合計画との整

合性を確保して策定するものです。本ビジョンに示す人口推計の期間は、令和
52(2070)年までとし、本戦略は後期基本計画の計画期間である令和８(2026)年
度から令和12（2030）年度までを本戦略の計画期間とします。

国は、急速に進む少子高齢化・人口減少に的確に対応し、将来にわたって活

力ある日本社会を維持していくため、デジタルの力で地方の個性を活かしなが
ら社会課題の解決と魅力の向上を図ることを趣旨とした「デジタル田園都市国

家構想総合戦略」を、令和４(2022)年12月に閣議決定し、令和７年６月には、

人口減少対策に関するこれまでの取組を検証し、人口減少を正面から受け止め
た上で、「強い」経済や「豊かな」生活環境などの実現を目指す「地方創生2.0
基本構想」閣議決定しました。

 本市においても「第２期上尾市地域創生長期ビジョン・第２期上尾市地域創生

総合戦略」が令和８年３月で計画期間が満了することから、国の「地方創生2.0

基本構想」を踏まえ、将来の人口減少が予測される中でも、活力があり、持続
可能なまちづくりを展開することを目的として「第３期上尾市地域創生長期ビ

ジョン・第３期上尾市地域創生総合戦略」を策定します。

国・県の総合戦略並びに本戦略における少子化対策に関する施策展開によっ

て、出産における市民の希望が実現し、合計特殊出生率は2050年に国が示す国
民の希望出生率1.80に上昇するものと仮定します。

この結果、令和52（2070）年における本市の人口を19万３千人と展望します。

地域ビジョン

１ 基調となる考え方（視点）

上尾市の個性や魅力を生かしながら、魅力的で安全・安心な地域をつくるとと

もに、デジタル技術も活用しつつ地域の課題解決にあたって、将来における人

口減少を可能な限り抑制します。

２ 地域ビジョン（地域が目指すべき理想像）

本戦略は、上尾市総合計画と整合性を確保し策定するものとしているため、

総合計画の基本構想に掲げた将来像と整合させ、本戦略の地域ビジョン

（地域が目指すべき理想像）を次のとおりとします。

『みんなでつくる みんなが輝くまち あげお』 1
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第3期地域創生長期ビジョン・地域創生総合戦略体系図（案）

基本目標

数値目標

【数値目標】

【数値目標】

【数値目標】

長期ビジョン 基本的方向 施策

現状での将来見通し
活力にあふれたにぎわいあるまちづくり ①地域経済の活性化

生産年齢人口の減少

少子高齢化
業況が良い・普通と感じている市内商工業
者の割合

本市が持つ既存の資源を十分に活用
し、地域経済の活性化を図り、地域
のにぎわいの創出を目指します。

②地域資源の活用

改善に向けて
③持続可能な住環境の整備・維持

年少人口の増加

生産年齢人口の流入、定住促進

まちの魅力の発信と安全な暮らしの推進

上尾市が住みよいまちだと思う人の割合
④イベント、スポーツ・レクリエーションの充実

魅力があり安心して暮らすことができるま
ちづくり 健康づくりの推進や防災力の向上、

イベント・スポーツ機会の充実など
により、全ての人が魅力を感じ、安
心・安全に暮らすことができるまち
づくりを目指します。

①健康づくりの推進

②防災力の向上と防犯力の強化

明日を担う人が育つまちづくり 子育て世代（若者・女性）が地域に
愛着を持ち、仕事も子育ても地域で
行うことができるよう支援するとと
もに、関係人口の活用を推進し、明
日を担う人の育成を目指します。

①子育て世代（若者・女性）に選ばれる環境づくり

上尾市が子育てがしやすいまち・どちらか
といえばしやすいまちだと思う人の割合

②関係人口の活用
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